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人・夢・技術

1．工事概要
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委託内容：
・橋梁詳細・修正設計

（橋梁上部工、橋梁下部工、基礎工、架設計画、仮設工、護岸工）

施工工種：
・仮設土留工（切梁式鋼矢板土留）
・橋台・基礎工（場所打ち杭）
・上部架設
・護岸設置等

施工条件：
・二級河川旧湯川を跨ぐ橋梁
・堤防開削を伴う工事や河川内工事は、非出水期施工を基本とする。

（非出水期：11月～翌5月）



人・夢・技術

1．工事概要（現地写真）
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①

①架橋位置

②

②右岸側堤防・市道

③左岸側堤防・市道

③

④上流橋状況

④

⑤A1橋台背面

⑤

⑥A2橋台背面

⑥

←起点側 終点側→
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1．工事概要（橋梁一般図）
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市道
市道

Ａ1 Ａ2
←起点側 終点側→
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1．工事概要（橋梁一般図）
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市道

Ａ1 Ａ2

市道

←起点側

終点側→
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1．工事概要（下部工型式）
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・本架橋位置は、交差条件として市道と河川を跨ぐ橋梁であるため、市道を跨ぐ
構造形式を検討した。

・市道を橋梁で跨ぐ構造では上部工費が高価となるため、ラーメン橋台で市道を
跨ぐ計画とした。

「H28 第16-41340-0150号 設計報告書」より
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1．工事概要（基礎工型式）
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・支持層はDg2（砂礫層）。
・支持層深度が17.5m以深のため、

基礎工形式は「杭基礎」を選定。

・調査結果から、中間層にΦ300mm～
Φ500mm程度の礫があることが想定
されたため、基礎工形式は「場所打杭
（オールケーシング工法）」を選定。
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1．工事概要（場所打ち杭機種選定）
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□場所打ち杭条件
杭径：Φ1200mm（Ａ1、Ａ2）
杭長：16.5ｍ（Ａ1）、16.0ｍ（Ａ2）

□使用機械
全回転型ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機 Φ1500mm級
70t吊りクローラクレーン

※土木工事標準積算基準書より
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1．工事概要（仮設土留工機種選定）
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□仮設土留工条件
親杭：SP-Ⅲ型
杭長：8.0ｍ（Ａ1）、8.5ｍ（Ａ2）
土質：Ｎ値75（最大）の砂礫層（Ag1）有り

□使用機械
設置（打込み）時：電動式・普通型 60kw（ウォータジェット併用施工）
撤去（引抜き）時：電動式・普通型 60kw

※土木工事標準積算基準書より
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1．工事概要（仮設土留工機種選定）
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No

No

Yes

※土木工事仮設計画ガイドブック(Ⅰ)より

・周辺に民家等は無く環境対策は必要ないため「電動式バイブロ」を選定。
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1．工事概要（仮設土留工機種選定）
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□使用機械
150ｔ吊りクローラクレーン

クレーン定格総重量表
クローラクレーン150t吊 単位：(t)

ブーム長さ

作業半径

44.20 44.00 36.80 43.60

37.10 37.00 31.60 36.50

32.00 31.80 27.60 31.30

― 27.80 24.40 27.30

― 24.70 21.90 24.20

― ― ― 21.60

21.34m 24.38m 27.43m 30.48m

24.0m

14.0m

16.0m

18.0m

20.0m

22.0m

□荷重計算

W ＝ Wｆ ＋ Wｐ ＋ Wｈ ＋ F

フックの重量 tf

矢板の重量 tf

矢板種別 ：

矢板延長 ： m

バイブロハンマーの総重量 tf

起振力によりフックに作用する荷重

F＝Wｖ×K

打込み時 ： tf

引抜時 ： tf

バイブロハンマーの起振力 tf

作業係数（打込み時：1/6、引抜時：1/4）

□定格総荷重の算出

　　・打込み時

W ＝ ＋ ＋ ＋

＝ ｔ

　　・引抜時

W ＝ ＋ ＋ ＋

＝ ｔ

K：

49

12.3

4.8

Wf：

Wp：

Wh：

F：

Wv：

0.50

0.51

NS-SP-Ⅲ

8.50

8.2

18.11

0.50 0.51 4.8 8.2

14.01

0.50 0.51 4.8 12.3

・クレーン規格は、施工時の起振力を考慮して決定する。
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2．施工ステップ（工事工程表）
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2．施工ステップ（ステップ１：1年目A1橋台出水期）
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進入路：側道

進入路：側道

施工ヤード造成
40ｍ×40ｍ程度

場所打ち杭施工

施工ヤードへは適宜スロープを
設けて進入する

Ａ1橋台 Ａ2橋台

非出水期

STEP.1
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.2
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.3
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

1
年
目

２
年
目

場所打ち杭
・Φ1200ｍｍ
・Ｌ=16.5ｍ
・n=20本

・堤防高で施工ヤードを造成し、出水期中に場所打ち杭を施工する。

堤防高
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2．施工ステップ（ステップ２：1年目A1橋台非出水期）
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締切内掘削
V=1,800㎥

躯体工①

・非出水期中に躯体を堤防高以上まで施工する。

ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
・底版：640m3
・前・後壁：500m3

仮設土留工施工
・33.2m×18.0m×8.0m
(長軸方向)×(短軸方向)×(杭長)

Ａ1橋台 Ａ2橋台

非出水期

STEP.1
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.2
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.3
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

1
年
目

２
年
目

堤防高
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2．施工ステップ（ステップ３：2年目A1橋台非出水期）

15

仮設土留工撤去

埋戻し

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.1
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.2
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.3
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.4
出水期

・躯体工②構築

1
年
目

２
年
目

・非出水期中に仮設土留工を撤去し、
現地盤まで埋戻す。
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2．施工ステップ（ステップ４：2年目A1橋台出水期）
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躯体工② Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.2
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.3
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.4
出水期

・躯体工②構築

STEP.5
非出水期

・護岸工設置

1
年
目

２
年
目

・出水期中に躯体の残りを構築する。 ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
・前・後壁、頂版、翼壁：450m3
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2．施工ステップ（ステップ５：2年目A1橋台非出水期）
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護岸工施工

大型土のう（半川締切）

大型土のう
・約190袋

護岸工
・310m2

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.3
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.4
出水期

・躯体工②構築

STEP.5
非出水期

・護岸工設置

非出水期

３
年
目

２
年
目

・非出水期に半川締切りにて施工を行う。
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2．施工ステップ（ステップ６：3年目A2橋台出水期）
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進入路：側道施工ヤード造成
40ｍ×40ｍ程度

場所打ち杭施工

進入路：側道

施工ヤードへは適宜スロープを
設けて進入する

場所打ち杭
・Φ1200ｍｍ
・Ｌ=16.0ｍ
・n=24本

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.5
非出水期

・護岸工設置

非出水期

STEP.6
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.7
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

３
年
目

２
年
目

・堤防高で施工ヤードを造成し、出水期中に場所打ち杭を施工する。

堤防高



人・夢・技術

2．施工ステップ（ステップ７：3年目A2橋台非出水期）
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締切内掘削
V=1,900㎥

躯体工①

仮設土留工施工
・33.4m×16.4m×8.5m
(長軸方向)×(短軸方向)×(杭長)

・非出水期中に躯体を堤防高以上まで施工する。

ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
・底版：580m3
・前・後壁：500m3

Ａ1橋台 Ａ2橋台

非出水期

STEP.6
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.7
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.8
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

３
年
目

４
年
目

堤防高
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2．施工ステップ（ステップ８：3年目A2橋台非出水期）
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仮設土留工撤去

埋戻し

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.6
出水期

・施工ヤード造成
・基礎工

STEP.7
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.8
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.9
出水期

・躯体工②構築

３
年
目

４
年
目

・非出水期中に仮設土留工を撤去し、
現地盤まで埋戻す。
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2．施工ステップ（ステップ９：4年目A2橋台出水期）
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躯体工②

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.7
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.8
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.9
出水期

・躯体工②構築

STEP.10
非出水期

・護岸工設置

３
年
目

４
年
目

・出水期中に躯体の残りを構築する。

ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
・前・後壁、頂版、翼壁：380m3
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2．施工ステップ（ステップ１０：4年目A2橋台非出水期）
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護岸工施工

大型土のう（半川締切）

大型土のう
・約180袋

護岸工
・280m2

Ａ1橋台 Ａ2橋台

STEP.7
非出水期

・仮設土留工設置
・掘削
・躯体工①構築

STEP.8
非出水期

・埋戻
・仮設土留工撤去

STEP.9
出水期

・躯体工②構築

STEP.10
非出水期

・護岸工設置

３
年
目

４
年
目

・非出水期に半川締切りにて施工を行う。


